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研究成果の概要（和文）： 
	 本研究では，嗅覚を介した情動反応について，におい刺激に対して閾値周辺で視覚表情
刺激を随伴提示し，同におい刺激に対する反応を検討するというパラダイムを用いて検討
した．その結果，におい刺激にネガティブ表情を閾下で随伴提示すると，におい刺激に対
する評価の参加者間のばらつきが収斂し，結果として不快度が有意に増加するという結果
を得た．以上より，個人がにおいに対して持つ意識的かつ多様な認知的バイアスを統制，
あるいは抑制するのに，におい刺激に対する「潜在的」な情報操作が有効であることが明
らかになった． 
 
研究成果の概要（英文）： 
  In this study, we investigated the emotional responses via odor information 
processing, through the method in which we presented an odor stimulus together with 
a peri-threshold emotional visual stimulus (a face with happiness or disgust 
expression).	 Results showed that under-threshold negative visual stimulus made 
odor valence evaluation as unpleasant, suggesting that “implicit” odor 
information-manipulation is effective in controlling or minimizing various conscious 
cognitive biases that would mask or disturb the effects of targeted specific cognitive 
effects. 
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１．研究開始当初の背景 
	 においは意識過程のみならず日常的には
意識しない「潜在的」過程を経て，多様な対
象に対する好みや感情，認知に影響を与える

ことが示唆されている．しかし近年の神経科
学が注目する大脳辺縁系および大脳基底核，
小脳といった脳部位が関与するとされる「潜
在的」過程の研究手法は，特に嗅覚系につい
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ては未だに確立されていない．進化的に「古
い」化学感覚である嗅覚は，高等な霊長類動
物への進化の過程で日常的な依存頻度が相
対的に少なくなったため，「潜在的」に活用
されている可能性が高い．ソマティックマー
カー仮説 1)に示されるように，我々は大脳辺
縁系や大脳基底核由来の身体末梢の反応を
「潜在的」に生じさせ，それを意識的に認知
することではじめて「主観的感情」が生じる
と考えられる．嗅覚を介する感情惹起過程の
研究方法の構築によって，我々が何らかの対
象に対して主観的感情反応を獲得し，好き嫌
いなどの心理反応が維持される過程の一端
が明らかになると考えられる． 
 
２．研究の目的 
	 嗅覚を介した情動・感情惹起過程は徐々に
検討され始めているものの，実験参加者がに
おい刺激に関する情報を言語的教示として
提供されるという実験手法が圧倒的に多い
2,3,4,5,6,7)．言語的な情報は我々の意識的情報
処理を促し，さらに個人の先入観やバイアス
を生じさせ，におい刺激に対する多様な反応
を生じさせると考えられる．さらに，言語的
教示によって，実験参加者が実験者の意図を
汲み取って「望ましい」反応を呈する可能性
（課題要求特性の問題）もある．従って，に
おい刺激に関する情報を実験参加者に提供
する際，潜在的な処理を促す方法を用いるこ
とが有用である．本研究はこうした潜在性の
処理に対する嗅覚系の関与が情動・感情惹起
過程に及ぼす影響を検討するものである．そ
こで本研究では，嗅覚を介した意識下（閾下）
の処理を検討するための新たな実験系を構
築し，嗅覚を介した閾下感情プライミング効
果が生ずるかについて検討することを目的
とする（研究 1，研究 2）．さらに嗅覚を介し
た情動的な処理に関わる生理的過程（主に心
臓血管系反応）の測定方法は依然としてほと
んど構築されていない．そこで本研究では，
嗅覚刺激提示状況下の生理的反応の測定環
境の構築を目指すことを第二の目的とする
（研究 3）． 	 
 
３．研究の方法 
(1)研究１：閾下感情プライミング課題（1） 
	 参加者は，関東圏在住の学部学生 65 人（男
性 30 人，女性 35 人；平均年齢=19.95 才, 
SD=1.41）であった．視覚表情刺激として，
ポジティブ表情／ネガティブ表情画像 20 枚
を用いた．におい刺激として，アニスシー
ド・オイルを用いた．同におい刺激は日本人
に馴染みの薄いにおいであることが報告さ
れており 8)，においに対して何らかの情報を
付与するのに適した刺激と判断した．手続き
として，視覚表情刺激 を 10, 20, 40 ミリ秒
間，におい刺激とともに提示した．におい刺

激は，Kobal 型おるファクトメーター9)と同
様の原理で動作する DIY 嗅覚提示装置を用
いて視覚表情刺激と同時に提示を開始し，4
秒間提示した．その後，8 秒間の ISI を設け
た（1 試行）．視覚表情刺激は，ニュートラル
表情を「におい刺激が提示される合図であ
る」と教示して 1500 ミリ秒提示したが，そ
の前後に 10，20，40 ミリ秒のポジティブ／
ネガティブ表情を挿入した．視覚表情刺激の
前後にマスク刺激を設けた．以上を 20 試行
行った（図１）． 

図 1	 刺激提示条件 
 
	 本研究の独立変数は，視覚表情刺激の種類
（被験者間要因：ポジティブ／ネガティブ表
情）×視覚表情刺激の提示時間（被験者間要
因：10／20／40 ミリ秒）×性差（被験者間
要因：男性／女性）であり，従属変数は，に
おい刺激の快・不快度，およびにおい刺激の
感覚強度であった． 
	 一方，実験結果の解釈に必要な予備実験と
して，「視覚表情刺激強制選択課題」を設定
した．参加者は関東圏在住の学部学生 30 人
（男性 15 人，女性 15 人；平均年齢=21.67
才, SD=1.88）であった．同課題では，視覚
表情刺激が実際にいずれの表情であるかに
ついて選択を求めるもので，ポジティブ／ネ
ガティブ表情の 2 表情刺激から 1 つの表情を
選択する課題であった．この結果に基づいて，
10／20／40 ミリ秒のいずれの提示時間が閾
下刺激として機能していたかに関する判断
の基準とした（図 2）． 

図 2	 視覚表情刺激の強制選択課題 
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(2)研究 2	 
	 研究 1 の結果を受けて（研究 1 結果参照），
女性について，20 ミリ秒の視覚表情刺激提示
の効果を検討した．参加者は，関東圏在住の
学部学生 33 人（女性のみ；平均年齢=19.97
才,	 SD=1.05）であった．刺激提示条件は研
究１と同様であった．手続きについても，参
加者が全て女性であること，視覚表情刺激が
20 ミリ秒のみであること以外は研究１と同
様であった．すべての実験セッション終了後，
研究１の「予備実験」と同じく「視覚表情刺
激強制選択課題」を行ったが，研究 2 では，
実験結果を視覚表情刺激が見えていたかに
基づいて検討する必要から，同課題を同一の
参加者に対して行った．本研究の独立変数は，
視覚表情刺激の判断の正答率（高群：70％以
上／低群：60％未満；低い正答率であるほど
視覚刺激は閾下刺激として機能），従属変数
はにおい刺激の快・不快度，およびにおい刺
激の感覚強度であった．	 	 
	 
(3)研究 3：嗅覚刺激提示と生理計測	 
	 研究 3 では，嗅覚系を介する感情惹起過程
が生理的反応として現れる過程について検
討した．ここで，研究 1 および研究 2 では，
視覚刺激を閾下刺激としてにおい刺激と随
伴提示したが，研究 3 では，ストレス課題時
に環境刺激として視覚刺激およびにおい刺
激を随伴提示するという手続きをとった．に
おい刺激を単独で提示するという実験状況
を採択すると，実験参加者がにおい刺激を相
対的に強く意識し，さらに先述した課題の要
求特性や他の多様な認知的反応を導くこと
になる．従ってにおい刺激を閾下で提示する
という実験パラダイムの有効性が想定され
るが，実際にはにおい刺激に対する閾値は個
人差が極めて大きく，さらに一度当該の個人
で同定してもそれが維持されるとは限らな
いという不安定な指標である．こうした背景
から，研究 3 では，実験の本来の目的（にお
い刺激の及ぼすポジティブ感情惹起過程の
検討）を実験参加者が可能な限り想定しにく
いにおい刺激環境を設定し，当該環境におけ
る実験参加者の生理的反応，すなわち心臓血
管反応を計測しその傾向を検索した．具体的
には，視覚刺激として人工観葉植物を用い，
嗅覚刺激はこの視覚刺激から放散されると
いう疑似環境を設定した．同実験環境下で心
的ストレス課題を行い，心理的（課題前後）・
生理的反応の時系列的変化（課題前・課題
中・課題後）を検証した．	 
	 関東圏に在住の学部生 48 名(男性 24 名，
女性 24 名，平均年齢＝21.75 歳，SD=1.63)
が実験に参加した．人工観葉植物は，パキラ
とストレチアの 2 本（ワーカー・ビー社製光
触媒加工樹木；図１）であった．嗅覚刺激は，
天然植物精油であるジャスミン（JASMINE	 

Abs.：株式会社ミュウセレクション）を採用
した．ジャスミンは，人工観葉植物との対提
示時の観葉植物とにおいの調和性（当該の観
葉植物と対提示した際にその観葉植物から
放散されるにおいと見なされやすいか否か）
に留意し，2 名の実験者が 3 種類（ジャスミ
ン，ラベンダー，カモミール）の精油を吟味
した上で選択した．研究 3 では，人工観葉植
物も嗅覚刺激も提示しない統制群，人工観葉
植物のみを提示する視覚刺激群，嗅覚刺激の
みを提示する嗅覚刺激群，人工観葉植物およ
び嗅覚刺激を対提示する視覚・嗅覚刺激群を
設けた．各群に男性および女性各 6 名（合計
12 名）を無作為に割り当てた．すべての実験
参加者は，実験課題として計算課題および面
接課題を行った．まず，計算課題として，2
桁の足し算課題を行った（3 分間）．心臓血管
反応は，容積補償式指血圧計 Finometer（FMS
製）を用い，心拍数（Heart	 Rate：HR），収
縮期血圧（Systolic	 Blood	 Pressure：SBP），
拡張期血圧（Diastolic	 Blood	 Pressure：DBP），
心拍出量（Cardiac	 Output：CO），全末梢抵
抗(Total	 Peripheral	 Resistance：TPR)を計
測した．嗅覚刺激は，超音波式アロマディフ
ューザー（MINIM：isagi）を用いて提示した．
アロマディフュ－ザーは，実験参加者に実験
の意図が悟られないように，作動音が実験参
加者に聞こえないこと，直接見えないことに
留意して，実験参加者の右斜め後方 1	 m の位
置に設置し，各課題の 30秒前に作動させた．
実験セッションでは，開眼状態で 3 分間安静
状態を維持し，計算課題を行った後，再び開
眼した状態で 5分間安静にすることを求めた．
実験終了後に本研究の目的をデブリーフし
た．生理的反応の計測は，計算課題開始前に
開始し，全ての課題終了まで継続した．	 	 
	 
４．研究成果	 
(1)研究 1	 	 
	 研究 1 において，図 2 の視覚表情刺激が見
えていたか，すなわち 10／20／40 ミリ秒の
いずれの視覚表情刺激が閾下刺激として機
能していたかについての検討を行った．正答
率について，1 要因の分散分析(被験者内計
画)を行ったところ，刺激提示時間の主効果
が有意であった［F(2,58)=42.80,	 p<.01］．
Bonferroni の多重比較の結果，10 ミリ秒提
示と 20 ミリ秒提示，10 ミリ秒提示と 40 ミリ
秒提示の間で有意差が見られた(p<.05)(図 3
上)．一方，反応時間について同様の分析を
行った結果，刺激提示時間の主効果が有意で
あった［F(2,58)=25.09,	 p<.01］．多重比較
の結果，10ms 提示と 20ms 提示，10ms 提示と
40ms 提 示 の 間 で 有 意 差 が 見 ら れ た
(p<.05)(図 3 下)．10 ミリ秒で提示されたと
きの正答率は，20 ミリ秒提示および 40 ミリ
秒提示時の正答率に比して有意に低かった．



また 10 ミリ秒提示時の正答率は偶然率付近
に留まった．さらに，10 ミリ秒提示時の反応
時間も 20 ミリ秒提示および 40 ミリ秒提示時
の反応時間に比して有意に長かった．以上か
ら 10 ミリ秒提示時の視覚表情刺激は閾下刺
激として機能していたと推測できる．一方，
20 ミリ秒，40 ミリ秒条件も，正答率は 70％
-80％前後に留まり，同傾向が「個人内」の
要因によるものか，あるいは「個人間」すな
わち個人差の要因によるものかの検討の必
要が残された．これについては，研究 2 にお
いて再検討することとした．	 
	 
	 

	 
	 
	 
	 
	 

	 
	 
	 

	 
	 

	 
	 
	 
	 

	 
	 
図 3	 視覚表情強制選択課題の正選択率（上）
および反応時間（下）	 
	 	 
	 次に，図 1 に示した閾下感情プライミング
課題（1）に対する感覚強度および快・不快
度評定結果について，3 要因（表情刺激条件・
刺激提示時間・参加者性別）の分散分析（実
験参加者間計画）を行ったところ，感覚強度
評定において 2次の交互作用のみ有意傾向を
示した[F(2,53)=3.22,	 p<.10]．単純主効果
の検定を行った結果，嫌悪表情群の女性参加
者において刺激提示時間の効果が有意であ
ったため[F(2,53)=4.81,	 p<.05]，多重比較
を行ったところ，10 ミリ秒群と 20 ミリ秒群
の間の差が有意傾向を示し（p<.10），10 ミリ
秒群と 40 ミリ秒群の間で有意な差が見られ
た（p<.05）．また嫌悪表情群の 10 ミリ秒群
において参加者性別の効果が有意であった
[F(1,53)=8.26,	 p<.01]．さらに 10 ミリ秒群
の女性参加者において表情刺激条件の効果
が有意であった[F(1,53)=4.22,	 p<.05]（図 4）．	 
	 研究 1 では，視覚表情刺激がにおい刺激の
評価（感覚強度評定，快・不快度評定）に及
ぼす影響について検討した．その結果，感覚
強度評定において，ネガティブ表情を 10 ミ
リ秒で提示された女性参加者群のみが，当該

におい刺激を「弱く」感じるという結果が得
られた．この結果は閾下提示されたネガティ
ブ表情に対して女性は男性よりも高い感受
性を持つ可能性を示唆している．この女性の
閾下ネガティブ表情刺激（視覚刺激）に対す
る感受性の高さによって，同視覚表情刺激に
対する意識下の注意資源の割合が相対的に

図 4	 閾下感情プライミング課題（1）におけ
る各視覚表情刺激に対する感覚強度（上）お
よび快・不快度（下） 
 
増加し，他方のにおい刺激に対する注意資源
の割合が相対的に減少することで，におい刺
激に対する感覚強度が低下した可能性が考
えられる．この効果は閾上視覚刺激およびポ
ジティブ表情に対しては見られなかった．す
なわち閾上ネガティブ表情刺激および閾
上・閾下ポジティブ表情刺激に対する感度の
変化は見られず，閾上刺激に対する情動的効
果は検出されなかった．	 
	 以上の結果から，10 ミリ秒でネガティブ表
情を提示すると，女性参加者のみがにおい刺
激に対する有意な感覚強度の減少を示すこ
とが分かった．同時に，先述のように，閾下
視覚表情刺激は，20 ミリ秒以上の提示時間で
提示されても，個人内で見える場合と見えな
い場合が存在する可能性，あるいは個人差の
要因によって，見えている参加者と見えてい
ない参加者が存在する可能性がある．さらに
閾下感情プライミング課題において，閾下刺
激は，閾下であるほど効力を発揮するという
可能性と，可能な限り閾値に近いほうが効力
を発揮する可能性とが考えられるが，限りな
く閾下であることは刺激提示時間が 0に近似
することを意味する．そこで閾下刺激は閾値
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に近い方が効力を発揮すると仮定し，研究 2
では，研究 1 で閾下視覚表情刺激に対して有
意な効果を呈した女性に対して，20 ミリ秒と
いう，より閾値に近いと考えられる提示時間
の視覚表情刺激を提示し，同刺激提示がにお
い刺激の主観的評価に及ぼす効果を検討し
た．	 
	 
(2)研究 2：閾下感情プライミング課題（2）	 	 
	 研究 2 では研究 1 と同様に視覚表情強制選
択課題を行った（図 2 参照）．研究 2 では，
閾下感情プライミング課題（2）を行った後
に，同一参加者に対して強制選択課題を行っ
た．これは，同課題の正答率が個人内でばら
つく，あるいは個人差として正答率がばらつ
く可能性を考慮してのものである．後者の可
能性が実際に見いだされた場合，正答率が高
い群と低い群とに参加者を分割して，閾下感
情プライミング課題（2）を検討することが
可能となる．	 
	 まず，視覚表情強制選択課題の結果，実際
には参加者の「個人差」の要因が同課題の正
答率に影響を与えていることが分かった（図
5，6，7）．すなわち，視覚表情刺激を 20 ミ
リ秒提示した場合，この表情刺激が「見える」
参加者と「見えない」参加者がいるという結
果が得られた．そこで，この正答率の結果に
基づいて，閾下群と閾上群に分け，以降分析
を行うこととした．具体的には，視覚表情刺
激強制選択課題において 60％未満の正答率
を示した参加者を閾下群，70％以上の正答率
を示した参加者を閾上群とした．	 

図 5	 視覚表情強制選択課題における参加者
の正答率の分布．黒丸が閾下群，赤丸が閾上
群	 
	 
	 感情プライミング課題における閾上・閾下
群の成績を分析したところ，快・不快度にお
いて「閾下」ネガティブ表情刺激の有意な効
果を得た．具体的には，閾下群において，ネ
ガティブ表情を提示された実験参加者は，ポ
ジティブ表情を提示された実験参加者に比
して，におい刺激を有意に不快であると評価
した[t(6)=2.65,	 p<0.05]（図 8，9）．	 
	 
	 

図 6	 感情プライミング課題における快・不
快度と上記強制選択課題の正答率の散布図
（ポジティブ視覚表情刺激群）	 

図 7	 感情プライミング課題における快・不
快度と上記強制選択課題の正答率の散布図
（ネガティブ視覚表情刺激群）	 
	 

図 8	 閾下群のにおい刺激に対する快不快度	 
	 
	 一方，閾上群においては，同効果は得られ
ず[t(11)=-0.22,	 n.s.]，さらに快・不快度
の評定値は，閾下群に比してばらついている
ように見受けられた（図 9）．	 
	 研究 2 の結果は，20 ミリ秒の視覚表情刺激
が閾下・閾上いのいずれの刺激としても機能
し得ることを示した．同現象は個人差による	 



図 9	 閾下群／参加者全員／閾上群のにおい
刺激に対する快・不快度	 
	 
ものであり，ある参加者では 20 ミリ秒の視
覚表情刺激は閾下刺激として，他の参加者で
は同刺激は閾上刺激として機能していた．こ
こで，同刺激が閾下刺激として機能した参加
者のみのデータを分析することで，閾下感情
プライミング効果が検討できる．その結果，
ネガティブ視覚表情刺激を提示された参加
者はポジティブ視覚表情刺激を提示された
参加者に比して，有意に随伴提示されたにお
い刺激を不快な刺激として評価することが
明らかになった．研究 1 で検出できなかった
快・不快度に対する感情プライミング効果が
研究 2 で検出された要因として，閾下刺激の
提示時間を 20 ミリ秒としたことが挙げられ
る．通常 20 ミリ秒の提示時間は，視覚表情
強制選択課題の全体の正答率の平均値の結
果からは，閾上刺激として分類されることが
想定されるが，実際には，参加者の正答率を
個別に検討することで，閾下刺激として扱う
ことができることが明らかになった．すなわ
ち，強制選択課題における個々人の正答率か
ら，高い参加者を閾上群，低い参加者を閾下
群とし，閾下群の成績を検討することで，可
能な限り長い視覚表情刺激提示時間を用い
て，閾下感情プライミング効果を検討するこ
とが可能となった．	 
	 同手続きを用いて感情プライミング効果
を検討すると，閾下群と閾上群でにおい刺激
に対する評価に異なる傾向が見て取れた．す
なわち，閾下群はにおい刺激に対する快・不
快度が収斂していたのに対し，閾上群は同評
価が不快から快の広い範囲にばらついてい
た（図 6，7 参照）．このことから，閾下刺激
を提示する利点は，参加者のにおい刺激に対
する評価を強める，というよりはむしろその
ばらつきを抑制する効果を生じさせること
によると考えられる．	 
	 におい刺激に何らかの認知的操作を行う
際，同操作が閾上で，すなわち参加者が意識
できる水準で行われると，参加者は，研究の
要求特性を認知し，「望ましい」反応を呈し
たり，あるいはその課題の目的に対照的な反
応を呈したりする可能性がある．また，認知
的操作が意識的処理を促進するほど，参加者

の個人差の要因が結果のばらつき（この場合，
におい刺激の快・不快度や感覚強度のばらつ
き）を生じさせる可能性がある．こうした背
景から，閾下で感情プライミングが生じるよ
うに，ある刺激に他の刺激を閾下で随伴提示
する，という実験パラダイムの有効性が想定
できる．本研究は，同一のにおい刺激に対し
て異なる情動的評価が生じるパラダイムを，
閾下感情プライミング課題の手続きを用い
て検討する手法を構築した．同手法を用いれ
ば，参加者が意識することなく，あるにおい
刺激に対して快・不快，すなわち好き嫌いと
いった反応を実験的に形成させることが可
能となり，我々が何らかの対象に対して好悪
を獲得する過程を実験的に検討する基礎と
なる．さらに，同課題を用いて多様な生理計
測を並行して行うことで，より定量的な好悪
獲得過程を検討することができると考えら
れる．	 
	 	 
(3)研究 3	 	 
	 研究 3 では，人工観葉植物と嗅覚刺激の単
独または対提示が実験参加者の生理的反応
に及ぼす影響について検討することで，嗅覚
を介した感情惹起過程の生理的反応（心臓血
管系反応）の計測方法の構築を試みた．具体
的には，人工観葉植物，嗅覚刺激それぞれの
単独提示下または対提示下で心的ストレス
課題を行い，心理的（課題前後）・生理的反
応の時系列的変化（課題前・課題中・課題後）
を測定した．その結果，人工観葉植物・嗅覚
刺激の対提示群において，心的ストレス課題
中の心臓血管反応は他の群に比して有意に
低い値で推移した．これは，人工観葉植物の
みの提示に比して人工観葉植物と嗅覚刺激
の対提示の方が，心的ストレス緩和をより促
進する可能性を示唆するものであった．各指
標についての結果を以下に記す．	 
	 図 9 に，各刺激群が計算課題時において示
した時系列的心臓血管反応（上から SBP，DBP，
HR）を示す．図 9 を見ると，視覚・嗅覚刺激
群以外の群では，課題期 1 から課題期 2 にか
けて SBP，DBP，HR が上昇し，課題期 3 から
回復期 1にかけて下降していることが見て取
れる．また，同指標において，視覚・嗅覚刺
激群の課題期の値は，その他の群と比較して
小さいことが見て取れる．SBP，DBP，HR，CO，
TPR それぞれの変化量を従属変数として 2 要
因分散分析を行ったところ，SBP および HR に
おいて，交互作用が有意であった[SBP：
F(21,308)=1.90,	 p<.01；HR：F(21,308)=3.60,	 
p<.01]．単純主効果の検定の結果，SBP では
課題期 2 において視覚・嗅覚刺激群が統制群
と比較して有意に低く（p<.05），HR では課題
期 2，3 および回復期 1 の視覚・嗅覚刺激群
が嗅覚刺激群と比較して有意に低かった
（p<.05）．さらに，課題期 2 の嗅覚刺激群が



視覚刺激群と比較して有意に高かった
（p<.05）．また，SBP および HR で期間の主効
果 が 有 意 で あ り [SBP ： F(7,308)=30.28,	 
p<.01；	 HR：F(7,308)=26.90,	 p<.01]，Tukey
の HSD 検定による多重比較を行った結果，以
下のような有意差が見られた[SBP の課題期
1>回復期 2，3，4，5；SBP の課題期 2,	 3<回
復期 1，2，3，4，5；HR の課題期 1,	 2,	 3<
回復期 1，2，3，4，5（p<.05）]．	 
	 その他の指標においては，DBP，CO，TPR に

図 9	  各刺激提示群における，SBP，DBP，
HR，CO，TPR の時系列的変化	 
	 
おいて期間の主効果が有意であった[DBP：
F(7,308)=53.15,	 p<.01；CO：F(7,308)=10.93,	 
p<.01，TPR：F(7,308)=3.90,	 p<.01]．Tukey
の HSD 検定による多重比較を行った結果，以
下のような有意差が見られた[DBP の課題期 1，

2，3>回復期 1，2，3，4，5；CO の課題期 1>
回復期 1，2，3，4，5；CO の課題期 2，課題
期 3>回復期 5；TPR の課題期 1<課題期 3；TPR
の課題期 2>回復期 5，TPR の課題期 3>回復期
2,	 3,	 4,	 5（p<.05）]．	 
	 研究 3 の結果を以下にまとめる．視覚・嗅
覚刺激群がそれ以外の群と比較して特徴的
な変化を示した．計算課題では，他の群と比
較して計算課題期の SBP，DBP，HR，CO の変
化量が小さく，TPR はほとんど安静状態から
の変化がみられなかった．また，計算課題を
始めて 1 分後である課題期 1 の HR の変化量
は，嗅覚刺激群と比較して視覚・嗅覚刺激群
が有意に低かった．また，SBP の課題期 2 で
は，視覚・嗅覚刺激群が統制群と比較して有
意に低かった．本結果は，自然への接触が作
業中の血圧上昇を抑制するという報告 10)を
裏づけるものである．Lohr	 et	 al.（1996）10)

の「自然への接触」場面は，自然という多感
覚性の刺激に暴露されている状況であると
推察され，この多感覚性刺激への暴露が有意
な効果を生じさせたと考えられる．さらに，
面接課題では，全ての群の課題期 2 または課
題期 3 における SBP，DBP，HR，CO が増加し，
回復期に減少した．よって，面接課題中に実
験参加者にネガティブな感情惹起が生じて
いたと考えられる．しかし，計算課題と同様，
面接課題における視覚・嗅覚刺激群は，他の
群と比較して面接課題期の SBP，DBP，HR，CO
の値が低く，TPR はほとんど変化が見られな
かった．さらに，課題期 1 の HR に関しては，
嗅覚刺激群と比較して視覚・嗅覚刺激群が有
意に低かった．すなわち，面接課題において
も，計算課題と同様に，人工観葉植物，ある
いは嗅覚刺激がそれぞれ単独で提示される
よりも，観葉植物からにおいが漂ってくると
いう状況を人工的にであれ創出することに
よって，嗅覚刺激の観葉植物，あるいは嗅覚
刺激のストレス緩和効果が増幅されたと考
えられる．以上のことから考察すれば，精神
的負荷状態における人工観葉植物およびそ
れに付随する嗅覚刺激は，対提示されること
で，当該状態のネガティブ感情惹起を緩和す
る効果を増幅させることが示唆される．	 
	 嗅覚刺激は，順応，主観的強度，快・不快
度といった嗅覚刺激に対する知覚・認知が，
嗅覚刺激の名前 11,12)や，嗅覚刺激に対する知
識 13)，情報 14,15)などの認知的要因に顕著な影
響を受けることが報告されている．また，嗅
覚刺激を同定，すなわち言い当てることは極
めて難しく，嗅覚刺激以外の手がかりが対提
示されない場合に，においを正しく同定でき
る割合は，40〜50 パーセント程度という報告
もある 16,17,18)．さらに，嗅覚刺激は，付与さ
れるポジティブ情報，または，ネガティブ情
報によって当該刺激の感覚強度 3,14)および
快・不快度 14)に有意な影響を及ぼす．つまり，



個人が刺激をどう認知するかによって，刺激
に対する先入観も変容し，結果として心理的
および生理的反応も変容する可能性がある．
研究 3で使用したジャスミンという嗅覚刺激
は，一般的にポジティブな刺激として使用さ
れることが多い 19，20）．しかし，ジャスミンが
単独で提示された場合（嗅覚刺激群），先述
のようにその同定が困難であるばかりか，そ
の発生源も特定できないという緊張状態が
生じ，注意・警戒心が喚起された可能性があ
る．一方，本研究の視覚・嗅覚刺激群は，人
工観葉植物という視覚刺激によって嗅覚刺
激の同定および発生源の推測を実験的操作
によって促されていた．これによって先述の
嗅覚刺激の同定および発生源の推測不能に
伴う緊張状態が軽減し，計算および面接課題
に対する心的ストレス緩和も促進したと考
えられる．	 
	 本研究では，人工観葉植物およびそれに付
随する嗅覚刺激を対提示することが，心臓血
管系反応にポジティブな影響を与えた．心臓
血管系反応に対して人工観葉植物と嗅覚刺
激の対提示のポジティブな効果が見られた
という本結果は，生理的反応を時系列的に詳
細に測定することでポジティブ感情惹起，ひ
いてはストレス緩和効果の検出能が高めら
れることを示唆するものである．今後，多く
のバイアスの影響を受ける言語による評価
に並んで，言語によらない，客観性の高いポ
ジティブ感情惹起効果の検討はますます求
められると推測され，心臓血管系反応の時系
列的測定はきわめて有用なツールになると
考えられる．	 	 
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